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要旨 

 国際的に祖父母研究は十分に行われていない．その中でも比較的祖父母研究が進んでいる西洋諸国（アメリカと

ヨーロッパ）と南米地域の研究を概観した．どの国にも伝統的な家族観や祖父母の役割があり，社会制度も異なっ

ている．その視点を無視して研究を進めることができないことが確認された．また，祖父の研究の不足や特に中南

米での孫育てにおける祖父母の心理的影響についての研究が少ないことが明らかになった． 

一方で，西洋諸国と日本との比較研究を概観すると，社会文化的な背景が違っていても，祖父母－孫関係は相違

点よりも類似点が多かった．発達的な視点では孫の成長によって関係性が変わっていき，思春期・青年期になると

その関係は一旦は停滞するものの，関係性はどの国においても継続されることが示唆された． 
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Ⅰ. はじめに 

我が国の総人口（2021 年 9 月 15 日現在推計）は，

前年に比べ 51 万人減少している一方，65歳以上の高

齢者人口は，3640万人と，過去最多となっている．総

人口に占める割合は 29.1％で過去最高と，少子高齢化

の傾向は続いている（総務省,2021）．そこで注目され

ているのが高齢者の知識やエネルギーの活用方法であ

る． 

子育て場面では以前より高齢者の知識やエネルギー

は活用されてきた．日本の子育て家庭では３世帯同居

等により以前より祖父母世代に頼る傾向がある．実際，

子ども（１歳６か月）が育児を普段受けているのは「母」

（96.4％）が最も多いが，「父」（49.4％）に次いで「祖

母」（26.1％），「祖父」（10.1％）となっている（複数

回答）．「祖母」に関しては「保育所の保育士」（18.3％）

よりも多く，子育ての担い手として活躍している(厚生
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労働省，2002)． 

一方で 65 歳以上の高齢者がいる世帯のうち３世帯

家庭の割合が低くなっており（厚生労働省，2019），祖

父母と孫との付き合い方や，祖父母と親世代との関わ

り方に様々なバリエーションが生じ，関係性を保つこ

とに難しさを感じる家庭も増えているという．2011年，

「孫育て・ニッポン」という NPO 法人が誕生した．

この団体では，祖父母を対象とした孫育て講座やイベ

ントを定期的に開催している．また，子育て中の父母

に対しても，祖父母と協力して子育てするための「祖

父母とのおつきあい 10 カ条」という啓発も行ってお

り，祖父母－両親－子どもとの３者の関係を円滑にす

る取り組みが行われている．その他，「孫育て・ニッポ

ン」の HPには全国の「祖父母手帳」が紹介されてお

り，東海地方では，岐阜県の「孫育てガイドブック」

が紹介されている．母子手帳ならぬ「祖父母手帳」の

需要があることからも，シニア世代の孫育てに積極的

に関わりたい気持ちと，シニア世代が孫育てを担うこ

との期待が伺われる． 

孫育てへの期待は日本と同様に，世界でも注目され

はじめている．Newsweek日本版（2020）に「みんな

で支える子育て新時代」と称して 14 頁の孫育てに関

する特集が組まれた．このことから，世界中で孫育て

に関心が寄せられてきていることや，子育ては両親－

子の関係だけでなく，祖父母世代も巻き込んだイベン

トになってきていることが伺える． 

この特集では，アメリカで３世代同居が増えている

ことや孫との交流で認知症の予防につながる可能性が

あること，両親のストレスと祖父母の役割について言

及されている．また，日中韓の孫育てスタイルの比較

もされている．祖父母による孫育ては肉体的な疲労が

あっても，心理的にはよい影響を与える可能性がある．

しかし，韓国や中国では夫婦共働き家庭のしわ寄せと

して祖父母に過剰な負担がかかっており，社会政策を

通してこの負担軽減を考えていかなければならないと

いう． 

日本の孫育て研究は，秦ほか（2021）でまとめられ

ている．この研究では，医学中央雑誌と CiNiiを用い

て「孫」と「育児／孫育て／子育て／子守り」と「祖

父母／祖父／祖母／高齢者／三世代」のキーワード検

索を行っている．1994 年～2018 年までの乳幼児の孫

育てに関する研究 24 件をレビューし，日本の祖父母

研究は，祖父母が行う孫育ての内容，祖父母の健康へ

の影響，祖父母を対象とした支援の３つに分類される

ことを指摘した．杉山・二宮（2021）は CiNiiで 2019

年以降の関連論文を検索した．2021 年 8 月までにさ

らに 27 件の孫育て関連の論文が掲載されていた．そ

れらの文献をレビューし，孫育てが母子関係および，

母子の子育て支援の一部として位置付けられているこ

と，祖父の視点や精神的健康や主観的幸福感との統計

的な検討の必要性を指摘している． 

 以上のような，近年の孫育ておよび祖父母－孫関係

についての世界的な関心の高まりを鑑み，本研究の前

半は世界の祖父母－孫関係を概観する． The 

Psychology of Grandparenthood : An Inter-national 

perspective が刊行されて”祖父母の世界的な研究の

必要性が示されてから 25 年が経過しているが，ほと

んどの国でまだ十分に研究されていない（Shwalb & 

Hossian , 2018）．また、老年学，社会学，心理学，家

族研究およびその他の分野においては祖父母の現代的

な重要性を認識しているにも関わらず，これらの分野

でも研究がすすんでいないという（Szinovacz,1998）．

さらに，これまでは発展途上国での祖父母の研究は積

極的に行われてこなかったが，非西洋社会の方が祖父

母が伝統的に特に大きな役割を果たしているという指

摘もある（Shwalb & Hossian , 2018）． 

そこで本研究では，比較的祖父母研究が進んでいる

西洋諸国（アメリカとヨーロッパ）と南米地域の研究

を概観し，祖父母と孫育ての特徴を指摘することとす

る．その後，日本と西洋諸国との比較研究を探り，祖

父母研究と孫育て研究の課題を検討することとする． 

 

Ⅱ．西洋諸国および南米の祖父母研究 

１．メキシコ及び中米 

 メキシコでは 60 歳以上の 30％が幼い孫と暮らして

おりこの地域の祖父母は世界の他の地域よりも若い傾

向がある（Gibbons & Marsicovetere，2018）．祖父母

は孫から肉体的な支援と心理的な恩恵をうけていると

いう．マヤ人の孫は祖父母にとって感情的なサポート

を提供し，感情・仲間・同情・承認の資源であり，よ

く話を聞いてくれる相手であるという（Villagomes  

& Sanchez，2014）．したがって，祖父母にとっては孫

の存在が肉体的・感情的な支えになっていると言える． 

メキシコのハリスコ州の祖母はしばしば母親の代わ

りに孫の世話をする．Partidas（2004）では祖母を「完

璧な母親の代用品」と形容している．孫の世話をして

いる祖母のほとんどが娘の子どもにあたる孫の世話を

しており（Garay Villes, et al.,2014；Jimenez，2012），

さらに祖父はほとんど孫育てに関わっていない．多く

の祖父は“caballerismo”（ナイトで穏やかな男らしさ）

の影響を受けて，家族の支援と保護という役を担って

いる．両親が他国に出稼ぎにでることもあるため，祖

母の孫育ての負担が大きくなることが課題である． 

 

2．アメリカ 

 2006 年の統計では，610 万人の祖父母が孫と暮ら
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し，そのうち 240万人が孫育てをしている（Statistical 

Abstract of the United Stetes，2008）．全体的に 24

時間を通して孫育てをしている祖父母は多くないが，

ここには人種の差があり，孫の両親とともに孫育てを

している祖父母は白人よりもヒスパニック系とアフリ

カ系アメリカ人が多い（Fuller-Thomason＆Minkler，

2001）． 

心理的な影響では孫育てを積極的にしている祖父母

は認知機能が衰えず感情的に健康であり，寿命も長く

なることが報告されている（Christensen，2014；Gurn 

＆Beneke，2015）．祖父母は孫の家族の危機が訪れた

時にサポートしていて（Moore ＆ Rosenthal，2015），

両親の離婚の影響を緩和するという役を担う可能性が

あり（Henderson et al.,2009），孫にとっても心理的な

影響をあたえる存在である．また，高等教育を受けた

祖父母は孫に学業成績と感情的な発達によい影響を与

えるという（Jaeger，2012）．現在の祖父母研究では祖

父母と孫の関係に重点が置かれた研究が主であるが，

人種や文化の文脈に注意が払われておらず，また戦争

の影響についても検討が必要である（Hayslip Jr. ＆

Fruhauf，2018）． 

その他，Elkind（1990）では祖父母世代が育ってい

た２世代前と孫世代では共稼ぎ夫婦の増加，離婚率の

増加，農村地域から都市部への移転，テクノロジーの

変化，新しい学習教材の必要性，薬物文化を受容し始

めたことの社会的な変化を指摘している．しかしこう

した変化に子育て支援制度が追いついておらず，健全

な子育てをしようとする両親・祖父母に対しての支援

が少ないこと，子どもに関する法律が親や大人からの

保護とは逆の“子どもが権利を主張すること”に傾い

ていることもあり，親や祖父母の子育てが一層難しく

なっているという．しかしこのようなストレスフルな

現代の育児において，中流階級の男性が育児と家事に

参加するようになったという変化については評価され

るという．Elkind（1990）の指摘から 30 年が経過し

ており，当時の育児に参加し始めた男性は祖父世代と

なっている．この点からも祖父の孫育ての現状や心理

的な効果についての研究に積極的に取り組む必要があ

ると言える． 

 

3．ブラジル 

 ブラジルの平均寿命が延びており，祖父母や曾祖父

母を経験する人が増えている．若い祖父母の方が積極

的に孫と関わるという報告（Oliveira et al.，2009）や

母方の祖母は居住形態に関係なく，家族の誰よりも孫

の世話をしている（Rabinovich ＆ Azevedo, 2012）と

いう報告がある．一方で，一部の農村部では祖父母が

最初に生まれた孫を養子にして世話をする傾向がある

（Santos et al.，2011）が，農村部の孫育ての調査研

究が少ないという．経済的な格差や地域性などの検討

が必要である． 

これまでは，祖父母は若い世代に価値観や家族の歴

史や文化遺産を伝える役であったが，最近は学校の成

績の心配，行動とマナーや仲間との関係の指導と世話

の責任が含まれてきている．さらに，10 代での妊娠，

離婚，両親の仕事と移住，孫の病気や障害などの理由

で祖母が孫育てをしていることが示されている（Dias 

et al,2018）．祖父母に求められるものが増えていると

言える． 

次世代を養うことに対して，祖父母は人生に満足し，

新しい自分と達成感を手に入れ，孫の社会を称賛し，

孤独感がなくなり，孫の世話がもたらす有用性と活力

を楽しんでいる（Dias ＆ Costa, 2006）．一方で身体

的および精神的健康の質，社会生活や家族生活の質を

低下させ，経済的負荷とストレスレベルを高め，個人

的な時間の減少や健康上の問題，孫から見た両親との

対立につながる可能性がある（Cardoso,2011;Davis, 

Ha-ra,＆Aguiar，2010）など，孫育ての矛盾する心理

的影響を示唆している． 

 

4．ドイツ 

 ドイツでは 50 歳以上の人の約半数が３世帯で住ん

でおり（Grunheid＆Scharein，2011），70歳の両親の

80％が孫がいるという（Engstler & Mennning，2005）

が，３世帯同居率は年々減ってきている（Federal 

Staticical Office of Germany，2016）．ドイツでは祖

父母の役割の重要性は祖父母がどんな社会的地位，教

育レベル，収入，職業上の名声であっても変わること

がない点で，経済的地位で祖父母の役割が変わるアメ

リカやブラジルと違っている（Mahne＆Motel-

Kilngebiel,2012 ）．また，公共の保育所の充実や母親

の働き方の改善が行われている効果により，祖父母が

関わる割合は減っているという．そこで「レンタルお

ばあちゃん」という特徴的なサービスが誕生した．祖

父母に預けたいが預けられない幼い子を持つ親と祖父

母世代をつないでいる（Mahene et al，2018）． 

 ドイツには東西に分かれていた歴史があり，今でも

旧東ドイツ地域は親族関係が緊密な旧西ドイツ地域に

対して，家族志向が強いままである（Szydlik，1996）

ことや，ポーランドやルーマニアをはじめとする移民

の文化的背景の違いなど，ドイツ国内の傾向を一言で

表すことはできない．実際，トルコ移民の祖父母はド

イツ人よりも孫の世話に深くかかわっているという

（Hubert et al., 2009）．さらにドイツでは主観的幸福

感などの心理的変数を扱った祖父母研究が少なく，共

同で養育することや保護する方法についての研究が主
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となっている（Mahene et al，2018）．これらの点に

ついての研究の必要性が示唆される． 

 同じヨーロッパでも南欧と福祉国家である北欧とは

社会福祉サービスの相違によって祖父母・親・孫の関

係性は示唆されている（Settles et al , 2009）．しかし，

Herlofsin & Hagestad（2012）の SHARE（Wave1）

を用いた分析では，北欧でも一定の頻度で孫の面倒を

引き受ける祖父母の割合は南欧の国々と大きな違いは

なかった．しかし，一定頻度で孫の面倒を見ると回答

した祖父母の中で毎日のようにケアを行う祖父母の割

合は北欧とオランダで低く，南欧では高かった．さら

に，孫と祖父母が近くに住んでいるということと女性

の労働市場に関する制度によってその程度が異なり

（Hank & Buber，2009），それぞれの国の女性の労働

市場の構造と公的な子育て支援が孫育てに影響してい

るという（Glaser et al., 2016）． 

 

5．イギリス 

 イギリスには３つの伝統が残っている．１つめの伝

統は祖父母は子どもの孫の育て方に「非干渉」である

こと．２つめは保護者であり親友でありサポーターと

して「そこにいること」．３つめは孫育てに関与できる

かどうかは両親の許可によるという「親が門番である」

ということである．この３つの伝統により，イギリス

の祖父母は孫と自由に会う権利がなく，100 万人以上

の祖父母がこれによって影響を受けていると推定され

ている（Buchanan，2018）．一方で RIAS：イギリス

の大手保険代理店（2015）の調査では，イギリスの祖

父母の 3分の 2（67％）が孫に育児を提供しており，

157 億ポンド（202 億ドル）分，育児家庭の家計を節

約している計算になるというが，孫の世話をしている

祖父母の 98％がその費用をもらってはいない．一般的

に恵まれない家庭の孫は祖父母とより多くの接触を持

っているという報告もある（Ross et al，2005）．孫育

てが祖父母世代の経済的な負担となっている可能性が

あり，その負担感は低い階級や経済的な困難さがある

家庭において顕著となることが示唆される． 

なお，イギリスはイングランド・スコットランド・

ウェールズ・北アイルランドという４つの地域差も考

慮しなければならないという．ガンバロ・スチュアー

ト・ボルドフォーゲル（2018）は，2012年のイングラ

ンドの親を対象とした調査では，3 歳未満の子どもの

59%は，親以外による保育を何らかの形で受けていた．

そのうち 39%は公的な (有料) 保育 (33%は施設型保

育で 7%はチャイルドマインダーやベビーシッターに

よる保育)，33%は私的な (無償) 保育(主に祖父母) で

あった．ウェールズにおける類似調査でも，同様のデ

ータがみられたとしており，政策や子育て観の地域差

はあっても，子育ての現状は同質なものと捉えられる． 

Brown et al.（2015）は週に 10 時間以上孫の世話を

する祖父母で体調が万全だと答えた人は減少するが，

孫の面倒を見ることは満足感が得られるものだと回答

したとしている．また，祖父の孫への関与は子どもの

幸福感の向上に関連しており，この傾向はイスラエル

と南アフリカでも証明されている（Buchana＆

Rotkirch，2016）という．また，祖父母は孫の重要な

愛着対象であるだけでなく，祖父母との関わりが孫の

幸福感にプラスの影響を与える可能性があるという

（Burchanam & Flouri，2008）．孫への影響は取り上

げられているが，イギリスの祖父母世代の心理的影響

については十分な知見がそろっていないと言える． 

 

6．ロシア 

ロシアでは母性に関する研究が父性に関するよりも

多く，祖父母関係においても祖母の存在が大きい．特

にロシアの祖母（バブーシュカ）は長い間家族の生活

において象徴的かつ実用的な重要性が高く、家族支援

の重要な要として祖母の歴史的文化的な業績がある

（Utrata, 2011，2015）．祖父の研究がみられないのは

世界の他の国でも同じ傾向があるが，ロシアの場合，

男性はソビエト国家によって，国営企業の管理やリー

ダーシップなど，有給の仕事に集中することが奨励さ

れていたため，家族の生活から疎外されており，かな

り質が違うものである．さらに，飲酒が男性の寿命を

縮めており（Gavrilova＆Gavrilova，2009），この面で

も祖父の孫育て行動に影響を与えている可能性がある．

さらに，農村部ではとくに，ジェンダーの伝統的な主

義が強まる傾向があり，男性や祖父が家事や育児に参

加することを思いとどまらせているという

（Kosterina,2012;White, 2005）．農村部と都市部との

比較研究も含め，国家社会主義から資本主義社会への

移行における祖父母の役割の変遷を分析する必要があ

る． 

ロシアの子どもがいる多くの世帯が祖父母の年金収

入に依存している（Kanji, 2009）が，年金の支払いに

滞納があり，その不安から祖母は働き続けることを選

択する．そして，孫の緊急時には仕事を休んで対応す 
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るなど，孫育ての中心的な役割を担っており，文化的

にも祖母および女性が家庭の仕事を担うことが期待さ

れている（Utrata，2018）．この点についても今後の

人口の変化や社会全体の変化における変遷は研究課題

と言える． 

その他，ロシアの祖父母研究は，制度や役割の分析

が中心でドイツやアメリカほど行われていない

（Utrata，2018）．孫育ての祖父母の心理的影響とと

もに，孫への影響についても研究が必要である． 

 

7．西洋諸国および南米の祖父母研究のまとめ 

表１に祖父母の多様性の根源となる家族の特徴と経

済的要因と規範・価値観・民族的な信条を本文中で指

摘したものも含めてまとめる．どの国にも伝統的な家

族観や祖父母の役割があり，その視点を無視して祖父

母の役割や心理的影響を扱えないと言える．例えば，

メキシコもロシアも祖父が孫育てに関わらないという

事実があるが，その理由は” caballerismo”という観念

的なものなのか，ソビエト連邦の政策の一部だったの

か，という点は大きい．したがって，祖父母研究を考

える時に，文化的な背景は無視することはできないと

言える． 

 

 

 

Ⅲ．西洋諸国と日本との比較研究 

1．ヨーロッパ諸国との比較研究 

佐藤（2019）では，オランダと日本の孫育てについ

て比較検討した．その結果，両国ともに家族主義でイ

ンフォーマル保育に依存する傾向が高いこと，祖父よ

りも祖母が，父方よりも母方の祖父母の支援が顕著で

あった．さらに，子どもが祖父母と孫の交流を加減す

る立場にあることも共通しており，思春期になると祖

父母と孫の交流は一旦停滞していた．相違点としては，

育児期の女性の就業継続について，オランダの祖母は

自身が達成しえなかったキャリア形成を娘に望んでい

るが（Geurts, 2012），日本の祖父母はアンビバレント

な感情を抱いている可能性が示唆された．この点につ

いては，日本で男女のワーク・ライフ・バランスの構

築が遅れていることが影響していると考察している． 

佐藤（2020）は，イギリスと日本の孫育ての参加に

ついて比較検討している．イギリスも日本も祖父母

（grandparents）と孫（grandchildren）の交流を子ど

も（parents）が加減する立場にあるということと，母

方祖父母の孫育ての参加は父方祖父母の支援よりも顕

著であることが共通していた．また，孫が思春期にな

ると関わりが停滞する時期もあるが祖父母との愛着関

係が形成できていれば，その後も交流が継続する点も

家族の特徴 経済的要因 規範・価値観・民族的な信条

メキシコおよび中米

 大家族

低い離婚率
高い出生率

農業と鉱業

貧困とインフレ

大家族

高齢者を尊敬する
ファミリズム
階級社会

アメリカ合衆国
核家族

高い離婚率
低い出生率

資本主義

サービス業と製造業
豊かさと経済的不平
等

個人主義

競争
民主主義

個人的な選択

ブラジル
大家族

低い離婚率だが増加傾向

農業と製造業

発展途上国

拡張ネットワーク

階級社会
長老を尊敬する

ドイツ
核家族

高い離婚率
低い出生率

資本主義

サービス業と製造業
公共福祉
高収入

個人主義

競争
民主主義
個人的な選択

イギリス
核家族

高い離婚率
低い出生率

資本主義

サービス業と製造業
公共福祉
高収入

個人主義

競争
民主主義
個人的な選択

ロシア
核家族

高い婚率 低い出生率

大規模な女性労働力

社会主義国家からの
遷移

個人主義

母性的
覇権的性役割がある
男性はアルコール中毒的

表１　祖父母の多様性の根源となるもの

Shwalb & Hossian (2018) を筆者編集
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共通している．一方で，日本とイギリスではワーク・

ライフ・バランスが違っており，日本の方が祖父母へ

の負担が大きくなることが予想されることと，イギリ

スは階級社会であり，孫のキャリア形成や社会階層に

祖父母が影響を与えているという点が相違点として挙

げられていた． 

小野寺（2021）では，未成年子を養育する親の離婚

という状況における祖父母の働きを考察した．スウェ

ーデンでは，離婚後の共同親権・協働監護の制度が取

り入れられており，子どもが離別した両親のもとを定

期的に行き来し，原則同程度の期間をともに暮らすと

いう「交替居住」という形態の普及が相対的に進んで

いる．このような交替居住をする孫にかかわる祖父母

にインタビューをした結果，世代間における新たなネ

ットワークの創造という重要な働きを成していること， 

個人の自立・自己決定という価値と，家族を第一に考

えるメンタリティとの間でしばしば葛藤しているこ

と ，若い世代との交流によって高齢期における孤独 

孤立の回避への期待をもっていることが明らかになっ

た．祖父母が新しい家族のネットワークの構築をする

というスウェーデンの祖父母が担っている役割は，親

権者の親という立場で，自身に連なる子どもと孫だけ

を丸抱えで支援している祖父母にはない役割であると

指摘している． 

 

2．アメリカと日本との比較研究 

諏澤（2013）では，祖父母－孫の関係性の変化につ

いて，ライフステージごとの文献レビューを行ってい

る．その結果，米国では学童期～思春期にかけて，知

識伝達や教育投資など個人の学習に介入する祖父母機

能が示唆されたが，日本では祖父母の道徳的教育や躾

などの社会化教育が多く語られていた．さらに米国で

は，青年期の孫は世代間結束よりも，個々の情緒的つ

ながりを求める活動や時空間の共有を望んでいた．そ

の一方で，日本の孫は大学生になると，祖父母の健康

問題が顕在化し，老病死に対峙する祖父母の姿に，孫

自身の生き方を照らしながら自己の価値観が再構築さ

れ，結果として世代間結束を促していたという．この

ように，祖父母－孫の関係性は孫の成長とともに変化

することを明らかにした． 

 

3．日本との比較研究のまとめ 

現在のところ，日本と西洋諸国との比較研究はほと

んどみられず，CiNii ではヨーロッパ諸国との比較研

究が３件，アメリカとの比較研究が１件掲載されてい

るのみであった． 

これらの論文を概観すると，オランダとイギリスと

いう文化および社会制度が異なる国と比較しても，祖

父母－孫関係は相違点よりも類似点の方が多いと言え

る．祖父母による孫育ては子育て支援にかかわる社会

制度の補完的な役割として機能している．また，氏家

（2011）が指摘するように祖父母が孫と関わったり，

子ども世代に助言できたり支援できたりするのは子ど

も世代がそれを認め，受け入れているからであり，各

国とも孫育ては子育ての延長に位置付けられていると

言える．ただし，スウェーデンの研究をみると，孫か

ら見た両親の離婚というライフイベントにおいては，

親権制度という社会制度によって，祖父母との接触機

会が制限される可能性が高く，それぞれの国で祖父母

の役割が変わってくることが予想される． 

 発達的な視点では孫の成長によって関係性が変わっ

ていき，思春期・青年期になるとその関係は一旦は停

滞するものの，関係性はどの国においても継続される

と言える． 

 これらの結果は資本主義・民主主義的な国であり，

基本的な家族の特徴も類似した国の結果であるため，

類似点が多いと考えらえる．表１に示すように，メキ

シコおよび中米やロシアやブラジルという社会構造や

規範が大きく異なっている国々とは現在比較されてい

ないが，孫育てが子育てにかかわる制度の補完的な役

割であることを考えると，日本とこれらの国は大きく

異なることが予想される．このような国との類似点と

いうのは興味深い点である．特にブラジルには日系人

も多く住んでいることや，日本で暮らしている人口も

多いため，比較検討により新しい知見が得られるかも

しれない． 

 なお，比較研究だけでなく，国際的な祖父母研究に

おいても，心理社会的要因との検討は不十分である．

この点については，日本国内の研究も同様で，研究が

少ないだけでなく，変数の尺度化もされていない（杉

山・二宮, 2020）．さらに，祖母の研究は多いが，祖父

の研究はほとんど行われていない点も祖父母研究の課

題である．今後はアジア諸国とアフリカ諸国の祖父母

研究の動向を概観したい．また，特に儒教的思想など

文化的背景の類似性が高い日本・韓国・中国との比較

研究にも注目していきたい． 
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